
「一般高齢者調査」以外の調査（要支援・要介護認定者調査・第２号被保険者調査・
ケアマネジャー調査・介護保険サービス事業所調査・施設調査）について 資料　５

 2　要支援・要介護認定者調査         
　調査対象
　　新宿区に居住する要支援・要介護認定を受けている居宅サービス利用者　　1,500人

　調査項目 　備考の記号：☆…25年新設項目　  ■…第6期計画の指標に使用されている項目

28年度調査
見出し ねらい 設問番号 設問項目 現時点での方向性

回答者の基本属性を把握する。 1～3 ○性別　○年齢　○居住地域

居宅サービス利用者の社会的な孤立の状況を把
握する。

4・5
○世帯構成および世帯人数
(付問：同居者の年齢、家族との連絡頻度、手助
けを頼める人の有無、手助けを頼める人は誰か)

収入源を把握する。 6 ○本人の収入源

暮らし向きを把握する。 7 ○暮らし向き

世帯の年収を把握する。 8 ○世帯の年収

○居住年数

○住居形態

○居住階数（付問：エレベータの有無）

○住まいで不便や不安を感じること

○近所づきあいの程度

○地域とのつながりの必要性

4.いきがいづくり
や社会参加

いきがいを感じていることを把握する。 15 ○いきがいを感じること

○要介護度

○介護を要する要因

健康状態を把握する。 18
○治療中の病気の有無
（付問：治療中の病気の種類、受診している医
療機関）

○かかりつけ医の有無

○１年以内の入院経験の有無 ☆
○退院にあたって困ったこと

○相談先

○歯科について

こころの健康状況を把握する。 22 ○こころの健康状況

6.医療機関の受診
等

かかりつけ医やかかりつけ歯科医に関する状況
把握とともに普及・啓発を図る。

19～2１

２５年度調査
備考

3.日ごろの生活 地域とのつながりに関する意識を把握する。 13・14

1６・17

1.ご本人のこと

2.住まいのこと
住まいの状況を把握するとともに、住まいでの
不便などから課題を探る。

9～12

5.要介護認定 介護認定申請の動機について把握する。

要精査

設問の仕方を変更予定

要精査



「一般高齢者調査」以外の調査（要支援・要介護認定者調査・第２号被保険者調査・
ケアマネジャー調査・介護保険サービス事業所調査・施設調査）について 資料　５

28年度調査
見出し ねらい 設問番号 設問項目 現時点での方向性

２５年度調査
備考

○介護保険サービスの利用有無

○サービスを利用しない理由

○サービスの利用満足度 ■
○新たに利用したいサービス

○これからも今の住まいで暮らしたいか
（付問：施設等に入居したい理由） ■

○在宅で暮らし続けるために必要なこと

○緩和医療・ケアの認知度

○緩和医療・ケアを受けたいか

○自身で判断できなくなった時

○自身の最期をどこでむかえたいか

○成年後見制度の認知度

○新宿区成年後見センターの利用意向

○新宿区成年後見センターの認知度

11.認知症 認知症に関する理解の促進を図る。 35
○記憶力の変化
（付問：記憶力等の低下についての相談有無、
相談先、相談していない理由）

12.介護保険制度
保険サービスと保険料の負担についての考えを
把握する。

36 ○保険サービスと保険料についての考え

○災害時にひとりで避難できるか

○災害時要援護者登録名簿の認知度

○高齢者総合相談センターの認知度 ■
○健康や福祉サービスに関する情報の入手手段

○健康や福祉サービスに関する情報量 ■
○自由意見

○主に介護している方

○介護者の性別・年齢・認定の有無

○介護者と調査対象者との関係・介護期間

○副介護者の有無

○介護負担感

○介護者への支援として新宿区に力を入れてほ
しいこと・心の状況

○本人の認知症の症状の有無・自由意見

☆

☆

25・26

8.緩和医療・ケア

7.介護サービスの
利用状況と利用意
向など

緩和医療・ケアの認知度や利用意向について把
握する。

27～29

介護保険サービス利用の状況と意向を把握す
る。

23・2４

在宅で暮らし続けることの希望および在宅で暮
らし続けるために必要なことを把握する。

14.情報や相談窓
口

健康や福祉サービスに関する情報入手手段を把
握する。

39～45

9.看取り 自身の最期の意向について把握する。 30・31

10.権利擁護
成年後見制度の認知度や区の成年後見センター
の認知度と利用意向を把握する。

32～34

13.災害時の避難
など

安心して生活を送るために、防災は重要な視点
であることから、区の制度の周知を図るととも
に、災害発生時の意識等を把握する。

37・38

15.主介護者の状
況

介護者の基本属性を把握する。 46～51

介護を通じて感じた事項を把握する。 52～56

要精査

地域福祉権利擁護事業の設問に変更予定


